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二十歳を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。二十歳を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。
皆さまの輝かしい未来を思い、故郷は、いつも、いつまでも皆さまを応援しています。皆さまの輝かしい未来を思い、故郷は、いつも、いつまでも皆さまを応援しています。

森山 遼耶さん森山 遼耶さん吉元 杏さん吉元 杏さん

「初志貫徹の気持ちでまだ「初志貫徹の気持ちでまだ
まだ野球を頑張りたい。皆まだ野球を頑張りたい。皆
さんも未来の自分が後悔しさんも未来の自分が後悔し
ないように、諦める前に本ないように、諦める前に本
気でやりきって欲しい。同気でやりきって欲しい。同
級生のみんなも一緒に、将級生のみんなも一緒に、将
来の夢に向かって頑張りま来の夢に向かって頑張りま
しょう。また会う日にそれしょう。また会う日にそれ
ぞれの形の幸せを掴んで笑ぞれの形の幸せを掴んで笑
顔で会える日を楽しみに、顔で会える日を楽しみに、
みんなで支え合って努力出みんなで支え合って努力出
来たら嬉しい来たら嬉しい」」

「私は『あなたのおかげで生「私は『あなたのおかげで生
きようと思った。ありがときようと思った。ありがと
う』と言ってくれた実習中う』と言ってくれた実習中
での患者さんとの出会いで、での患者さんとの出会いで、
看護師になりたいという五看護師になりたいという五
里霧中の夢が、確信に変わ里霧中の夢が、確信に変わ
りました。人生の主役はいりました。人生の主役はい
つだって自分です。自分をつだって自分です。自分を
信じてあげられるのも、努信じてあげられるのも、努
力も夢も、全部自分次第で力も夢も、全部自分次第で
す。大きな壁から逃げずにす。大きな壁から逃げずに
一歩ずつ成長していくこと一歩ずつ成長していくこと
が二十歳を迎えた私の目標が二十歳を迎えた私の目標」」

【二十歳の抱負】（一部抜粋）【二十歳の抱負】（一部抜粋）
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　１月 12日（日）、令和７年西之表市消防出初式を開催しました。　１月 12日（日）、令和７年西之表市消防出初式を開催しました。
　当日は、荒天のため市中行進や操法披露等は中止となり、市民体育館で屋内式典が開催されました。　当日は、荒天のため市中行進や操法披露等は中止となり、市民体育館で屋内式典が開催されました。
　式典では、安城分団による規律訓練が披露され、幼年消防クラブ（西之表幼稚園）と女性分団による綱引き　式典では、安城分団による規律訓練が披露され、幼年消防クラブ（西之表幼稚園）と女性分団による綱引き
などが行われました。などが行われました。
　地域防災への功績が認められた消防関係者に対する表彰が行われ、消防団長による答辞では、田中　地域防災への功績が認められた消防関係者に対する表彰が行われ、消防団長による答辞では、田中邦邦男団長男団長
が「大規模災害に備え、消防団と地域が一体となった防災対策のさらなる充実を図り、市民の安心安全な暮らが「大規模災害に備え、消防団と地域が一体となった防災対策のさらなる充実を図り、市民の安心安全な暮ら
しを確保するという消防に課せられた使命を果たすため、消防防災の中核組織として、今後とも精力的な活動しを確保するという消防に課せられた使命を果たすため、消防防災の中核組織として、今後とも精力的な活動
に励みたい」と力強く述べました。に励みたい」と力強く述べました。

令和 7年 消防出初式令和 7年 消防出初式

田中 田中 邦邦男団長男団長

日本消防協会　竿頭綬
西之表市消防団

鹿児島県消防協会　精績章
荒木　球道（榕城）、奥﨑　雄祐（国上）、髙星　正博（国上）
春山　拓也（国上）、鮫島　真治（現和）
𠮷元　雄一（下西）、加藤　勇祐（下西）

鹿児島県消防協会熊毛支部　功績章
小川　和正（伊関）、荒木　球道（榕城）、栗田　雅将（安納）

西之表市消防後援会連合会　内助の功感謝状
宮脇　佳代子（正幸・夫人）、塩﨑　友子（義政・夫人）
上山　サチ子（忠幸・母）、堀　真由美（正樹・夫人）
古田　絵里（津良・夫人）、田中　恵子（恭二・夫人）

令和 7年 消防関係者表彰令和 7年 消防関係者表彰 【敬称略、（ ）内は分団等名】

日本消防協会　30年勤続章
古田　清博（伊関）、榎元　正徳（安城）
河内　育雄（榕城）、萩原　実秋（国上）

鹿児島県知事　50年勤続章
岡元　一美（国上）

鹿児島県消防協会　功績章
園田　望（現和）、中山　勲（現和）、松岡　希（中割）
濵𣷹　司（住吉）、大谷　英文（安納）、日髙　健太郎（安納）
沖田　浩司（安納）、上妻　国嘉（古田）、石井　真二（古田）
榎本　孝治（古田）、大仁田　達彦（熊毛地区消防組合）

西之表市　無火災表彰
伊関分団、中割分団、古田分団、住吉分団

全国消防庁長官　永年勤続功労章表彰
松本　敏孝（上西）、日笠山　隆（国上）

日本消防協会会長表彰　永年勤続功労者表彰
岡元　一美（国上）

規律訓練披露（安城分団）規律訓練披露（安城分団）

全国消防長会　永年勤続功労者表彰
美坂　浩幸（熊毛地区消防組合）

鹿児島県知事　40年勤続章
松本　敏孝（上西）、日笠山　隆（国上）
岩元　清美（国上）、阿世知　学（榕城）

鹿児島県知事　10年勤続章
岡澤　多真実（女性）、岡澤　勲（榕城）、増田　伸一（榕城）
德永　洋祐（榕城）、後藤　圭太（榕城）、大河　和士（国上）
赤﨑　条行（安納）、石元　孝平（安納）
野間　洋一（下西）、公納　直子（女性）

鹿児島県消防協会熊毛支部　功労章
錨　忠宏（榕城）、臼元　一友（榕城）
後藤　圭太（榕城）、鎌田　孝章（榕城）

幼年消防クラブ（西之表幼稚園）幼年消防クラブ（西之表幼稚園）
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１年 　ありがとう　やさしいことばで　みんなえがお 伊関小学校 南　舞香
２年 　小さな声　「だれかたすけて」　聞こえない？ 榕城小学校 平畠　璃星
３年 　考えよう　あいての気もちと　自分の言葉 榕城小学校 尾野　光希
４年 　すてきだね　みんながちがう　このせかい 下西小学校 日髙　斗真
５年 　一言の　明るい言葉　心の支え 榕城小学校 遠藤　愛佳
６年 　いじめはね　自分も傷つく　相手も傷つく 上西小学校 鈴木　太耀

令和６年度西之表市いじめ防止啓発標語コンクール入賞作品
　市教育委員会・市いじめ問題対策連絡協議会では、各学校で取り組まれている「いじめ問題を考える週間」
に合わせて、『西之表市いじめ防止啓発標語コンクール』を実施しました。
　このコンクールは、市内の小・中学生一人一人が、いじめをしない・許さないという強い意志をもって
周囲の人々と豊かにかかわろうとする態度を大切にした標語を考えること、また、優れた標語を市民の皆
様に広く知らせることで、いじめ問題を市民全体で考え、防止しようという趣旨で実施したものです。
　市内すべての小・中学校の児童生徒の作品の中から、各学年の入賞作品が選ばれました。
　ここでは、特選・入選作品をご紹介します。
《小学生の部　特選》

《小学生の部　入選》

１年
　こえかけよう　ひとりでいる子　いないかな 榕城小学校 平畠　千彩
　「いっしょにしよう」　わたしもみんなも　にっこにこ 現和小学校 和田　空
　いっしょにあそぼう　いえたらともだち　まほうのことば 住吉小学校 奥村　怜香

２年
　あいてがね　いやだと思うと　それいじめ 榕城小学校 日高　心愛
　かえようよ　チクチクことばを　フワフワに 榕城小学校 川畑　尚理
　「だいじょうぶ？」　人はそれで　すくわれる 上西小学校 村田　彩朱

３年
　なかせない　ぼくの大事な　お友だち 榕城小学校 古田　友之心
　きづいてる　じぶんのしたこと　いったこと 榕城小学校 溝川　楠友光
　ちがうこと　それはみんなの　たからもの 下西小学校 古元　蘭奈

４年
　だいじょうぶ　ひとりじゃないよ　みんないる 榕城小学校 鎌田　あかり
　その言葉　あなただったら　どう思う 榕城小学校 折田　柚月
　君は知ってる？　悪気がなくても　きずつくよ 榕城小学校 東　奏音

５年
　助けてよ　心がはじける　その前に 榕城小学校 中嶋　心愛
　ありのままの　自分で　いいじゃない 伊関小学校 波江野　智葉子
　その行動　正しいことなの？　考えて 安城小学校 安井　直生

６年
　だれかがじゃなく　私が言わないと　始まらない 榕城小学校 滿田　由子
　大丈夫？　使っていいいの　その言葉 国上小学校 中﨑　乃愛
　すきな色　何色だっていいと思う　ぼくはぼく　あなたはあなた 伊関小学校 鎌倉　陸駆

１年 　大丈夫？　君の話を　聞かせてよ 持田　真吾
２年 　勇気ある　その一言が　心の支え 野﨑　梨央
３年 　「ありがとう」　たった５文字で　笑顔咲く 河本　花永

《中学生の部　特選》

１年
　きらうより　好きでいると　居心ちが良い 日髙　夢香
　治らない　心の傷は　成長しても 砂坂　美都
　その言葉　誰かの心　傷つける 中野　莉心

２年
　さかせよう　えがおの花を　いっぱいに 迫田　涼夏
　気付こうよ　傷つく側の　SOS 竹井　詩音
　その勇気　一つだけでも　誰かを救える 中村　凛

３年
　よく見よう　相手の表情　大丈夫？ 橋元　結菜
　大丈夫　その一言で　救われる 上門　永佳
　少しでも　言葉のやいば　傷ふかし 池田　凛々

《中学生の部　入選》

※敬称略

市政の窓 2025.2 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

大
的
始
式
で
無
病
息
災
を
祈
願
（
県
指
定
文
化
財
）

　　

11
月月
1111
日
（
土
）、
栖
林
神
社
弓
場

日
（
土
）、
栖
林
神
社
弓
場

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

径
約
１
・

径
約
１
・
7575
ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
厳
か

　

当
日
は
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
厳
か

な
雰
囲
気
の
な
か
で
射
手
か
ら
放
た
れ

な
雰
囲
気
の
な
か
で
射
手
か
ら
放
た
れ

る
一
射
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

る
一
射
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　　

1111
月月
１１
日
（
金
）、
市
老
人
福
祉
セ

日
（
金
）、
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

ン
タ
ー
で
、
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
が
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
を
行

議
会
が
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

会
長
で
あ
る
鮫
元
ミ
ツ
子
さ
ん
は

　

会
長
で
あ
る
鮫
元
ミ
ツ
子
さ
ん
は

「
万
が
一
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
と
て

「
万
が
一
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
と
て

も
大
事
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
も

も
大
事
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
も

高
ま
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
話
し

高
ま
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
の
会
員
で
も
あ
る
本

　

赤
十
字
奉
仕
団
の
会
員
で
も
あ
る
本

協
議
会
は
、
献
血
の
推
進
運
動
な
ど
の

協
議
会
は
、
献
血
の
推
進
運
動
な
ど
の

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
（
市
地

域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
）

　　

11
月月
７７
日
（
火
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

日
（
火
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は

　

今
年
は
55
名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
、
榎
本

保
護
者
が
参
加
し
、
榎
本  

心
暖
さ
ん

心
暖
さ
ん

は
「
お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
た

は
「
お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
た

く
さ
ん
遊
び
た
い
。
学
校
に
行
く
の
が

く
さ
ん
遊
び
た
い
。
学
校
に
行
く
の
が

と
っ
て
も
楽
し
み
」
と
話
し
、
保
護
者

と
っ
て
も
楽
し
み
」
と
話
し
、
保
護
者

の
亮
さ
ん
も
「
友
達
と
仲
良
く
、
健
康

の
亮
さ
ん
も
「
友
達
と
仲
良
く
、
健
康

第
一
に
、
元
気
よ
く
学
校
に
通
っ
て
も

第
一
に
、
元
気
よ
く
学
校
に
通
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

現
和
校
区
勧
学
祭

新
１
年
生
の
成
長
を
祈
願

　　

1111
月月
2626
日
（
火
）
に
、
国
際
ク
ル
ー

日
（
火
）
に
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
船
「
バ
イ
キ
ン
グ
・
エ
デ
ン
号
」
が

ズ
船
「
バ
イ
キ
ン
グ
・
エ
デ
ン
号
」
が

西
之
表
港
に
初
寄
港
し
ま
し
た
。
初
寄

西
之
表
港
に
初
寄
港
し
ま
し
た
。
初
寄

港
を
記
念
し
て
、
船
内
で
は
歓
迎
セ
レ

港
を
記
念
し
て
、
船
内
で
は
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乗
船
客
は
、
宇
宙
科
学
技
術
館
や
鉄

　

乗
船
客
は
、
宇
宙
科
学
技
術
館
や
鉄

砲
館
の
ほ
か
、
浦
田
海
水
浴
場
等
の
北

砲
館
の
ほ
か
、
浦
田
海
水
浴
場
等
の
北

部
観
光
を
行
い
、
昼
食
で
は
、
地
魚
料

部
観
光
を
行
い
、
昼
食
で
は
、
地
魚
料

理
で
種
子
島
の
海
の
幸
を
味
わ
う
な

理
で
種
子
島
の
海
の
幸
を
味
わ
う
な

ど
、
種
子
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。
出
港

ど
、
種
子
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。
出
港

時
に
は
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
火
縄

時
に
は
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
火
縄

銃
試
射
演
武
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

銃
試
射
演
武
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
に
も
同
船
の
寄
港
が
予

　

今
年
の
３
月
に
も
同
船
の
寄
港
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
ク
ル
ー
ズ
船

「
バ
イ
キ
ン
グ
・
エ
デ
ン
号
」
寄
港

⑤ 市政の窓2025.2 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

　　

1212
月
７
日
に
西
之
表
市
民
体
育
館
に
て
第

月
７
日
に
西
之
表
市
民
体
育
館
に
て
第

3838
回
西
之
表
市
東
西
対
抗
剣
道
大
会
、
第

回
西
之
表
市
東
西
対
抗
剣
道
大
会
、
第
4646

回
西
之
表
市
剣
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

回
西
之
表
市
剣
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
日

ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
日

頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、
気
迫
あ
ふ

頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、
気
迫
あ
ふ
れれ

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
38
回
市
東
西
対
抗
剣
道
大
会

第
46
回
市
剣
道
選
手
権
大
会

《作文の部》　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
日本税理士会連合会

会長賞 種子島中学校 橋元　祐奈

種子島税務署長賞 種子島高等学校 小倉　彩乃
種子屋久納税貯蓄組合

連合会会長賞 種子島中学校 市之瀬　優愛

《書道の部》
種子島税務署長賞 種子島中学校 市之瀬　優愛

種子屋久納税貯蓄組合
連合会会長賞

種子島中学校 德永　茉優
種子島中学校 古田　海里

《標語の部》
全国間税会総連合会

入選 国上小学校 白河　寛彬

熊毛地区租税教育推進
協議会会長賞 榕城小学校 大河　舞央

種子屋久納税貯蓄組合
連合会会長賞 国上小学校 盛貴　叶翔

優秀賞
榕城小学校 山下　真子
下西小学校 神辺　勘太朗

《絵はがきの部》
種子屋久法人会会長賞 榕城小学校 古野　海音
種子屋久法人会
女性部会会長賞 榕城小学校 梅本　楓

優秀賞
下西小学校 舩元　楓花
下西小学校 峯崎　叶望
下西小学校 園田　姫慧

税
に
関
す
る
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
種
子
島
税
務
署
）

税
に
関
す
る
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
種
子
島
税
務
署
）

種子島中学校種子島中学校 種子島高等学校種子島高等学校

国上小学校国上小学校

榕城小学校榕城小学校下西小学校下西小学校

榕城小学校（絵はがき）榕城小学校（絵はがき）下西小学校（絵はがき）下西小学校（絵はがき）

包
括
連
携
協
定
を
締
結
（
日
本
郵
便
株
式
会
社
）

　　

1212
月月
1919
日
（
木
）、
日
本
郵
便
株
式
会
社

日
（
木
）、
日
本
郵
便
株
式
会
社

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携
の
も
と
、

　

こ
の
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
、
物
的
資
源
を
有

そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
、
物
的
資
源
を
有

効
に
活
用
し
て
、
市
民
の
安
全
安
心
及
び
利

効
に
活
用
し
て
、
市
民
の
安
全
安
心
及
び
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
な

ま
す
。
今
後
は
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
ま

が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
へ
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ち
づ
く
り
へ
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
島
内
１
市
２
町
で
構
成

　

ま
た
、
当
日
は
、
島
内
１
市
２
町
で
構
成

さ
れ
る
郵
便
局
長
会
か
ら
市
内
の
小
学
校
へ
、

さ
れ
る
郵
便
局
長
会
か
ら
市
内
の
小
学
校
へ
、

マ
ス
ク
の
寄
贈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ス
ク
の
寄
贈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【第 46回市剣道選手権大会】敬称略

小 3
以下

《優勝》下園　幸成（現和小２年）
《2位》冨盛　生栞（榕城小 1年）

小4
以上

《優勝》鶴岡　寛大（上西小５年）
《2位》榎本　蒼空（現和小５年）

中高生
男子

《優勝》仁禮　諒磨（種子島高 2年）
《2位》堀　開渡（種子島中 1年）

中高生
女子

《優勝》折口　史華（種子島中 2年）
《2位》奥村　翠月（種子島中 2年）

【第38回西之表市東西対抗剣道大会】

《優勝》東軍　7勝 5敗 3分
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【令和６年度実施中！】西之表市人材確保対策事業【令和６年度実施中！】西之表市人材確保対策事業

《各分野の資格・事業所について》
資格　等 事業所 担当・問合せ先

医療

助産師・保健師・看護師・准看護師・理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士・放射線技師・臨床検
査技師・臨床工学技士・薬剤師・社会福祉士・
精神保健福祉士・管理栄養士・栄養士・保育士

市内に所在する医療法第 1条の５第 1
項に規定する病院または同条第 2項
に規定する診療所（歯科診療所を除く）

市役所健康保険課健康増進係
（保健センターすこやか）
電話 24-3233
　　22-1111（内線 327）

介護

介護福祉士・社会福祉士・保健師・看護師・准
看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・
栄養士・介護支援専門員・精神保健福祉士・柔
道整復師・あん摩マッサージ指圧師・社会福祉
主事の任用資格等・はり師・きゅう師・その他

市内に所在する介護保険法に規定する
居宅介護（予防）サービス事業所・地
域密着型介護（予防）サービス事業所・
居宅介護（予防）支援事業所・介護老
人福祉施設及び介護老人保健施設

市役所高齢者支援課介護保険係
電話 22-1111（内線 362）

子育て 保育士・幼稚園教諭 市内に所在する保育所、認定こども園、
幼稚園

市福祉事務所子育て支援係
電話 22-1111（内線 328）

障害
福祉

支援員・世話人・指導員・生活支援員・相談支
援専門員・就労支援員・職業指導員・作業指導
員・保育士・児童指導員・サービス管理責任者
・児童発達管理責任者・看護師・准看護師
・社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士
・栄養士・管理栄養士・訪問介護員・その他

障害者の日常生活及び社会生活を総合
的に支援するための法律第 5条に規定
するサービスを提供する施設や事業所
並びに児童福祉法第6条の２の２に規
定するサービスを提供する事業所で、
種子島内に所在する事業所

市福祉事務所社会福祉係
電話22-1111（内線 321）

農業 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

農業法人・農業者（青色申告者に限る）・
種子屋久農業協同組合西之表支所営農
販売課営農指導係・公益社団法人西之
表市農業振興公社

市役所農林水産課農政管理係
電話 22-1111（内線 245）

林業 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

市内に所在する林業に関する事業を運
営する事業所等

市役所農林水産課林務係
電話22-1111（内線 244）

水産 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

市内に所在する概ね年間を通じて漁業
を営む漁業協同組合・漁業法人・水産
業事業体

市役所農林水産課水産係
電話22-1111（内線 243）

商工 右記事業所に正社員として採用が内定してい
る、市外からの転入者

①中小企業法第 2条第 1項に規定す
る中小企業者
②①に該当しない法人であって、資本
金等の額が 3億円以下であるもの等

市役所経済観光課商工政策係
電話 22-1111（内線 271）

《具体的な支援策》　〔必須条件：西之表市に住民登録していること〕
対象者その①：UI ターン者

（西之表市へ転入後６か月以内に就職する者） 対象者その②：市内在住者

☆全業種を対象（常勤）
・UI ターン就職者奨励金　20万円
・新卒等就職者奨励金　5万円

☆全業種を対象
・新卒等就職者奨励金
　常勤 5万円　非常勤 2.5 万円

☆特定産業分野（常勤）　※に追加支援
・家族加算（1人 5万円　4名まで）
・家賃補助（1/2　上限月額 3万円）　３年間

☆特定産業分野　※に追加支援
・就職者奨励金（商品券）
　常勤 5万円　非常勤 2.5 万円

★特定産業分野※
勤続奨励金（商品券）　1年目　5万円→　2年目　5万円→　3年目　5万円

※特に対策が必要な医療・介護・福祉・農林水産業を「特定産業分野」と位置づけ、各種奨励金等を準備。
資格の種類や事業所など、各産業分野で条件がありますので、詳細については、各担当課にお問い合わせください。

　市では、様々な産業分野の働き手、担い手が不足していることから、UI ターン者や市内在住者の労働力確保
と就労のきっかけづくりとして、本事業を行っています。資格を生かして再就職を検討している方など、詳し
くは各分野の関係課にお問い合わせください。
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※市県民税申告の結果「確定申告」が
必要となった場合
…市で作成した確定申告書を種子島
税務署へ e-Tax で送信することにご
同意ください。
　なお、e-Tax「利用者識別番号」
を提示していただくと手続きがス
ムーズです。

市県民税申告 2/12（水）‐3/17（月）
　この期間に市役所税務課が各地域を巡回し、市県民税申
告の受付を行います。
　詳しい受付日程等は、次のいずれかでご確認ください。

① 12月 25日付で全戸配布したチラシ「令和 7年
度市県民税申告について（お知らせ）」
②市ホームページ→くらしの情報→税金→「令和 7
年度市県民税申告がはじまります」

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日時点の
バイクや軽自動車、小型特殊自動車（農耕用含む）
などの所有者に対して課税される税金です。
４月２日以降に廃車等の手続きをした場合、月

割りはせず１年分の税金を納めていただくことに
なりますので、ご注意ください。

※軽自動車税（種別割）の納期限は 6月 2日（月）
です。納税通知書は、５月上旬に発送予定です。
　詳しくは、お問い合わせください。

　軽自動車税は４月１日時点の所有者に課税されます！
　　　　　　廃車等の手続きは３月 31 日（月）３月 31 日（月）までに済ませましょう

■問合せ先
　市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111内線 229/233

※種別ごとに窓口が異なりますのでご注意ください。
軽自動車種別 受付窓口・問い合わせ先
原動機付自転車
（125cc 以下）

 市役所税務課市税係
 ☎ 22‐1111
 内線 229/233

ミニカー

小型特殊自動車
（農耕作業用も含む）

軽二輪
（125cc超～250cc
以下の二輪車）

 九州運輸局 鹿児島運輸支局
 ☎ 050‐5540‐2089
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐1二輪の小型自動車

（250cc を超える
　　　　　二輪車）

解体、使用不能、紛失等

転売、譲渡、所有者が亡くなった場合

市外へ転出・市内へ転入した場合

廃車の手続きを行ってください。特に、軽自動
車は、解体が済んでいても、右記窓口での廃車手
続きが済んでいない場合は課税されますのでご注
意ください。

　名義変更等の手続きを行ってください。

住所変更の手続きを行ってください。

■問合せ先
　市役所税務課市税係☎ 22‐1111内線 229/233

軽三輪  全国軽自動車協会連合会
 鹿児島事務所（鹿児島県軽
自動車協会）
 ☎ 099‐261‐4011
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐42

軽四輪（乗用・貨物）

2月 12日（水）    立山校区
2月 13日（木）～ 2月 14日（金）  住吉校区
2月 17日（月）    安城校区
2月 18日（火）    中割校区・古田校区
2月 19日（水）～ 2月 21日（金）  現和校区
2月 25日（火）    伊関校区
2月 26日（水）～ 2月 28日（金）  国上校区
3月 3日（月）      安納校区
3月 4日（火）      上西校区

3月 5日（水）～ 3月 6日（木）     下西校区
3月 7日（金）～ 3月 14日（金）  榕城校区
3月 14日（金）、3月 17日（月）  予備日

※土日・祝日は除く。
※各地域の受付時間、会場は上記の①②でご
確認をお願いします。

令和 7年度 市県民税申告受付日程
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■問合せ先　市役所建設課建築住宅係　　☎ 22‐1111内線 238・240
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面積
敷地：約 5,000 ㎡
延床：約 3,400 ㎡

構造 鉄筋コンクリート造
階数 地上４階
戸数 ３棟 64戸

附帯
設備

エレベーター
太陽光設備　　他

▲起工式の様子

▲市営鴨女町団地完成イメージ（甲女川側から）

⑨

わくわく！文化財の秘密をさぐる

種子島家墓地（御坊墓地）
調査報告会

　島主種子島家の最初の墓地、御坊墓地の謎に迫り
ます。誰のお墓なのか、墓石の秘密は…などについ
てお話します。

【開催日】　令和７年２月８日（土）
【時間】①午前 10時～ 11時

②午後 1時～ 2時
【会場】鉄砲館　会議室
【定員】各回 25名（どなたでも参加できます）
【申込期限】２月３日（月）
※先着順　定員になり次第、募集を終了します。
備考：お車でお越しの際は、鉄砲館駐車場か、市役
所駐車場をご利用ください。

旧上妻家住宅
一般公開

　修復改修に向け、解体調査中の旧上妻家住宅を特
別に公開。専門家による、見どころの解説があります。
【開催日】　令和７年２月 16日（日）
【時間】①午前 10時～ 11時

②午後 2時～ 3時
【会場】旧上妻家住宅
【定員】各回 25 名（小学生以下は、保護者の同伴
が必要）
【申込期限】２月 10日（月）
※先着順　定員になり次第、募集を終了します。
備考：お車でお越しの際は、旧上妻家住宅敷地内駐
車場か、市役所駐車場をご利用ください。

下記のいずれかの方法で下記のいずれかの方法で
鉄砲館にお申し込みください！鉄砲館にお申し込みください！

１．お電話で：　0997-23-3215（鉄砲館）
　　　　　　　受付時間　8時 30分～ 17時
２．メールで： teppo_kan@yahoo.co.jp
３．ご来館で：受付時間　8時 30分～ 17時

１）参加イベント名
２）時間
３）参加者氏名・年齢
４）連絡先電話番号をお知らせください。

旧上妻家住宅案内図

■問合せ先　市教育委員会社会教育課文化財係（鉄砲館内）　　☎ 23‐3215

市政の窓2025.2 月号



⑩

お 知 ら せ

■問合せ先　西之表保健所　☎ 22‐0032

２月は ｢猫の適正飼養推進月間 ｣です。飼い猫はルールを守って飼いましょう！！
｢ 猫の適正飼養 ｣とは？
【①室内で飼いましょう】…飼い猫を、交通事故や猫同士のケンカ、感染症などから守ってあげるためにも、
室内飼育をしましょう。また外に出てしまうと、フン尿や鳴き声など、周りに迷惑を掛けてしまうことが
あります。周囲の方へ配慮して飼うことを心掛けましょう。
【②繁殖制限をしましょう】…１匹のメス猫から子猫が生まれ、１年後には合計で20匹以上に増えること
もあります。早めに不妊去勢手術をして、むやみに増えないようにしましょう。また不妊去勢手術をする
ことで、病気の予防やストレスの軽減、マーキング行為の減少につながるというメリットもあります。
【③迷子札等の所有者明示をしましょう】…ドアや窓の隙間からの脱走や突然の災害で行方不明になるこ
とも考えられます。名前や連絡先を書いた迷子札を首輪に付ける、マイクロチップを装着する等、迷子に
なっても飼い主さんの元に戻れるようにしておきましょう。
　また、野良猫や地域猫といった飼い猫以外の猫の飼養についても、不妊去勢手術をする、残した餌は片
付ける、猫用のトイレを置く等心掛け、周りの迷惑とならないようにしましょう。

【物件】古園団地（西之表市）
深渡瀬団地（西之表市）
伏之前団地（中種子町）
コスモタウン南種子団地（南種子町）

【受付期間】２月 3日 ( 月 ) ～ 2月 28日 ( 金 )
　　　　　　8時 30分～ 17時
  　※土日祝日を除く
  　※申込書（熊毛支庁備付）を提出
【抽選日時】３月７日 (金 )
　　　　　午後 1時 30分から
【抽選場所】熊毛支庁 3階第１会議室
(西之表市西之表 7590番地 )

県営住宅空き家待ち順位登録者を募集

■申込・問合せ先
　熊毛支庁建設部建設課用地管理係
　☎ 22‐1136（直通）

▲ホームページ
はこちら

　西之表市民合唱団が誕生し、定期演奏会を重ね、
記念すべき 40回を迎えます。今回の演奏会では、
これまでのコールわかさの思い出を、少しばかり
の語りと歌声で、皆様にお届けします。
　ゲストに、コールなかたね（中種子町女声合唱団）
とコールさんだんか（南種子町女声合唱団）をお
迎えして、種子島の合唱団のハーモニーをぜひ楽
しんでください。
【日時】２月 16日 ( 日 )
　　　開場…17時 30分　　開演…18時
【場所】西之表市民会館ホール

第 40回記念定期演奏会
（西之表市民合唱団「コールわかさ」）

■問合せ先
　市教育委員会社会教育課社会教育係
　☎ 22‐1111内線 257

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

令和７年４月１日令和７年４月１日以降に建築に着工着工する場合・・・
①市内どこでも階数２以上階数２以上または延べ面積 200 ㎡超延べ面積 200 ㎡超（※ 1）の建築をする場合、建築物の申請手続き（※ 2）
が必要となります。
※ 1：都市計画区域外の木造の場合でも必要となります。
　　 都市計画区域内は従来どおり、原則、規模に関わらず手続きが
       必要となります。
※ 2：建築基準法に基づく建築確認申請手続き

②原則全ての新築建築物全ての新築建築物（増改築の場合は増改築部分のみ）を省エネ基準へ適合省エネ基準へ適合させる必要があります。

省エネ基準へ適合させるためには、断熱材の施工や断熱性の高い窓、高効率の設備機器等が必要です。
詳細については、県の地域振興局または建築場所の市町村へお問い合わせください。
【熊毛支庁建設部建設課建築係】　☎ 22‐1867
【市役所建設課建築住宅係】　　　☎ 22‐1118

都市計画区域については
ホームページで確認する
か西之表市役所建設課へ
お問い合わせください。

建築をする際の手続きが改正されます
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地
所
有
者
（
西
之
表
市
）
と
の
契
約
に
よ
り
墓
地
と
し
て
代
々

使
用
で
き
る
権
利
で
す
。

【
公
募
抽
選
区
画
】
全
25
区
画

※
当
選
者
は
抽
選
会
場
で
、
抽
選
結
果
順
位
の
上
位
順
に
使
用
区
画
を
指
定
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
事
前
に
現
地
の
下
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
永
代
使
用
権
料
】
６
万
９
０
０
０
円

【
抽
選
会
の
日
時
】
令
和
７
年
２
月
14
日
（
金
）
受
付
時
間
午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

《
時
間
厳
守
》
※
10
時
30
分
を
過
ぎ
る
と
会
場
に
入
室
で
き
ず
、
抽
選
会
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
。
余
裕
を
も
っ
て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
午
前
10
時
30
分
の
施
錠
ま
で
に
、

会
場
に
入
室
し
た
す
べ
て
の
方
の
受
付
を
終
了
次
第
、
抽
選
を
開
始
し
ま
す
。

【
会
場
】
市
役
所
２
階
入
札
室

【
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
（
認
印
可
）
②
委
任
状
（
抽
選
会
に
代
理
人
が
参
加
す
る
場
合
の
み
必
要
）

※
持
参
が
な
い
場
合
は
、
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

◆
「
西
之
表
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
」、「
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
」、「
中
央

墓
園
墓
地
・
大
野
崎
墓
地
内
に
永
代
使
用
権
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」、「
当
選
し
た
場

合
は
使
用
許
可
日
か
ら
５
年
以
内
に
納
骨
堂
等
を
建
立
す
る
こ
と
」
を
許
可
条
件
と
し
ま

す
の
で
、
当
日
、
誓
約
書
に
署
名
押
印
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
当
選
後
、
本
市
の
住
民
票
及
び
市
税
完
納
証
明
書
（
ど
ち
ら
も
市
民
生
活
課
発
行
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

◆
抽
選
会
当
日
、
申
込
者
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
委
任
状
の
提
出
に
よ
り
代
理
人
の
参
加

を
認
め
ま
す
。
委
任
状
に
つ
い
て
は
、
様
式
は
任
意
で
す
が
、
市
民
生
活
課
に
も
あ
り
ま

令和６年度中央墓園墓地
永代使用権公募区画図

■
問
合
せ
先

■
問
合
せ
先

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

☎

　

☎
22
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

中
央
墓
園
墓
地
（
上
之
原
町
）
永
代
使
用
権  

公
募
の
ご
案
内

す
の
で
、
必
要
な
方
は
事
前
に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
永
代
使
用
権
料
（
６
万
９
０
０
０
円
）
は
、
令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
納
付
書
で
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
ま
で
の
入
金
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し

た
も
の
と
み
な
し
、
次
点
者
に
そ
の
権
利
が
移
り
ま
す
。

◆
使
用
許
可
を
受
け
て
か
ら
５
年
間
使
用
し
な
い
と
き
、
許
可
を
取
り
消
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
市
営
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
14
条
）。
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特定健診・がん検診情報特定健診・がん検診情報
令和 7年度令和 7年度健診希望調査健診希望調査を実施します！を実施します！

※健診希望調査票が届いた方は必ず回答してください。※健診希望調査票が届いた方は必ず回答してください。

　令和 7年度の受診意向調査のため、「健診希望調
査票」を１月下旬頃に対象世帯へ郵送します。
令和 7年 2月 17 日（月）までに、WEB

で回答または保健センターすこやかへ提出してくだ
さい。

webでの回答は
こちらから↓

希望調査票で「集団健診を受診する」と回答すると・・・

○事前に、問診票等の健診キットがご自宅に届きます。
　　→受診忘れを防ぐことができます！
　　→ご自宅で問診票の記入や採尿等を済ませてから来場できます！

※郵送物イメージ

■問合せ先　
　市保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

　西之表市では国保被保険者・後期医療保険被保険者の方を対象に、生活習慣病予防や早期発見・重
症化予防等を目的として特定健診等（※）を実施しています。
　生活習慣病は重症化すると命の危険に繋がる病気ですが、自覚症状が出にくく気付かないうちに体
への悪影響が進行してしまいます。そのため毎年健診を受けて体に異常がないか確認することが重要
です。令和 7年度特定健診等の積極的な受診をお願いします。

加入している加入している
健康保険の種類健康保険の種類 国民健康保険国民健康保険 後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険

対象年齢対象年齢
（受診日の年齢）（受診日の年齢） 20歳～ 39歳20歳～ 39歳 40歳～ 74歳40歳～ 74歳 75歳以上75歳以上

健診の詳細名称健診の詳細名称 生活習慣病生活習慣病
予防健診予防健診 特定健診特定健診 長寿健診長寿健診

目　　的目　　的 生活習慣病の前段階であるメタボリック生活習慣病の前段階であるメタボリック
シンドロームの早期発見・重症化予防シンドロームの早期発見・重症化予防

疾病の早期発見疾病の早期発見
重症化予防や介護予防重症化予防や介護予防

検査項目検査項目 ・身体計測　・血液検査　・尿検査　・血圧　・医師の診察・身体計測　・血液検査　・尿検査　・血圧　・医師の診察
・医師の判断による追加検査　他・医師の判断による追加検査　他

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐9022（直通）

年齢別健診内容年齢別健診内容 ※健診の詳細名称は受診時の年齢によって異なります。

受診方法受診方法 以下のいずれかの方法で受診してください。

　　①　集団健診　　①　集団健診

保健センターすこやかで受診

　　②　個別健診　　②　個別健診
種子島医療センター or 百合砂
診療所で受診

③人間ドック・職場健診③人間ドック・職場健診
健診結果を西之表市健康保険課
へ提供してください。

※受診券（A4・うぐいす色）は、令和７年５月中旬頃に郵送いたします（希望調査の回答者へは別途郵送）。

定期的に通院をしている方も特定健診の対象です定期的に通院をしている方も特定健診の対象です
　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療での通院となるため、生活　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療での通院となるため、生活
習慣病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のため習慣病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のため
にも通院中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。にも通院中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。
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市
長
独
言
№ 94
…
鴨
女
町
団
地
と
城
ノ
浜

　

半
世
紀
を
超
え
て
市
民
に
住
宅
を
提
供
し
て
き
た
市
営
鴨
女
町
団
地
の
建
て
替
え
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
の
建
築
で
し
た
。
建
物
や
設
備
が
老
朽
化
し
、
安
全
面
や

機
能
面
で
の
課
題
が
出
て
き
て
お
り
、
新
し
い
住
宅
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鴨
女
町
の
現
敷
地
で
の
建
て
替
え
を
機
会
に
、市
と
し
て
は「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」

と
「
鴨
女
町
団
地
建
替
基
本
計
画
」
を
つ
く
っ
て
、
榕
城
校
区
内
の
６
団
地
を
鴨
女
町
に

集
約
し
て
建
て
替
え
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
団
地
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
４
階
建
て
、
３
棟
計
64
戸
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
も
備
え
ま
す
。
測
量
、
地
盤
調

査
な
ど
を
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
か
ら
始
め
て
お
り
、

事
業
の
期
間
は
、
２
７
年
度
ま
で
の
６
年
間
に
わ
た
り
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
約
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

を
南
北
二
つ
の
工
区
に
分
け
、
ま
ず
１
工
区
と
し
て
、
南

側
に
Ａ
棟
（
28
戸
）
と
Ｂ
棟
（
16
戸
）
を
新
築
し
、完
成
、

入
居
後
、
２
工
区
の
旧
住
宅
を
解
体
し
、
Ｃ
棟
（
20
戸
）

新
築
に
進
み
ま
す
。

　

１
月
14
日
に
あ
っ
た
起
工
式
は
、
空
き
家
と
な
っ
て
い

た
建
物
を
解
体
し
た
敷
地
内
に
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
催

さ
れ
ま
し
た
。
鍬
入
れ
な
ど
の
式
典
を
終
え
た
後
、
ま
だ

入
居
者
の
い
る
建
物
周
辺
を
歩
く
と
、
団
地
が
で
き
て
間

も
な
い
頃
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
競
馬
場
も
あ
っ
た
一
帯
は
城
ノ
浜
に
ほ
ど
近
く
、
北
西
の
季
節
風
の
強
い
冬

場
は
、
砂
粒
が
顔
に
当
た
っ
て
痛
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

鴨
女
町
団
地
が
通
り
ぬ
け
て
き
た
70
年
近
い
間
に
、
海
浜
の
埋
め
立
て
が
進
ん
だ
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
住
み
よ

い
島
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
築
く
た
め
に
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
身
を
ひ
き
し

め
ま
し
た
。

市営鴨女町団地起工式

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 213 弾第 213 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【作り方】
① れんこんは皮をむいて 5㎜厚さに切り、酢水（水カップ 5に酢大さじ 1）につける。
② 酢少々を入れたたっぷりの熱湯にれんこんを入れ、歯ごたえが残る程度にゆでる。
③ ゆでて水気をきった豆腐、炒って粗く刻んだ白ごま、マヨネーズ、砂糖、塩のあえ衣の材料をすり鉢
　または、フードプロセッサーでよく混ぜる。
④ 水気をきったれんこんを③のあえ衣であえ、器に盛って、小口切りの葉ねぎと紅しょうがをあしらう。

【材料（４人分）】
れんこん…400g
葉ねぎ…適宜
紅しょうが…適宜
酢…少々

あえ衣
　　豆腐（木綿）…1/2 丁
　　白ごま…大さじ 2
　　マヨネーズ…大さじ 3
　　砂糖…大さじ 1/2
　　塩…少々

「れんこんのごまマヨネーズ」「れんこんのごまマヨネーズ」

［
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自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

▲
自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

文
責
：
せ
い
ざ
ん
病
院　

精
神
保
健
福
祉
士　

池
村

☎
２
８
‐
３
３
３
１　

F
A
X
２
８
‐
３
３
３
６

　

精
神
障
害
と
は
、
脳
の
器
質
的
ま
た
は
機
能
的
変
化
に
よ
り
心
身
に
さ
ま
ざ
ま

　

精
神
障
害
と
は
、
脳
の
器
質
的
ま
た
は
機
能
的
変
化
に
よ
り
心
身
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
出
て
、
日
常
生
活
や
働
く
こ
と
に
困
難
が
生
じ
る
状
態
の
こ
と
を
い
い

な
影
響
が
出
て
、
日
常
生
活
や
働
く
こ
と
に
困
難
が
生
じ
る
状
態
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
適
切
な
治
療
・
服
薬
と
周
囲
の
配
慮
が
あ
れ
ば
、
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ま
す
。
適
切
な
治
療
・
服
薬
と
周
囲
の
配
慮
が
あ
れ
ば
、
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
症
状
や
特
徴
は
、
そ
の
人
に
よ
り
様
々
で
ひ
と
く
く
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
症
状
や
特
徴
は
、
そ
の
人
に
よ
り
様
々
で
ひ
と
く
く
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
特
徴
》

《
特
徴
》

・
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
、
緊
張
し
た
り
、
疲
れ
や
す
か
っ
た
り
し
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
、
緊
張
し
た
り
、
疲
れ
や
す
か
っ
た
り
し
ま
す
。

・
気
分
の
浮
き
沈
み
の
ふ
り
幅
が
激
し
く
、
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

・
気
分
の
浮
き
沈
み
の
ふ
り
幅
が
激
し
く
、
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

・
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、
障
害
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
ず
に
孤
立
し
て
い
る

・
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、
障
害
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
ず
に
孤
立
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

方
も
い
ま
す
。

・
人
と
対
面
す
る
こ
と
や
対
人
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
も
い

・
人
と
対
面
す
る
こ
と
や
対
人
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
も
い

ま
す
。

ま
す
。

・
警
戒
心
が
強
か
っ
た
り
、
自
分
に
関
係
な
い
こ
と
で
も
自
分
に
関
係
づ
け
て
考

・
警
戒
心
が
強
か
っ
た
り
、
自
分
に
関
係
な
い
こ
と
で
も
自
分
に
関
係
づ
け
て
考

え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・・
若
い
頃
の
発
病
や
長
期
入
院
の
た
め
に
社
会
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

若
い
頃
の
発
病
や
長
期
入
院
の
た
め
に
社
会
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

《
精
神
障
害
を
持
つ
方
へ
の
接
し
方
》

《
精
神
障
害
を
持
つ
方
へ
の
接
し
方
》

　
「
病
気
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
」
こ
と
へ
の
理
解
が
基
本
で
す
。

　
「
病
気
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
」
こ
と
へ
の
理
解
が
基
本
で
す
。

　

例
え
ば
、
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
人
に
無
理
に
重
い
荷
物
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と

　

例
え
ば
、
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
人
に
無
理
に
重
い
荷
物
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
通
常
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
運
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
る
場
合
な
ら
、
台
車
を
用

は
通
常
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
運
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
る
場
合
な
ら
、
台
車
を
用

意
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
ま
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
感
覚
と
同
じ
よ
う
に
、
精
神
障

意
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
ま
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
感
覚
と
同
じ
よ
う
に
、
精
神
障

害
を
も
つ
方
に
対
し
て
も
、「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
一
緒
に
考
え
「
病
気
に

害
を
も
つ
方
に
対
し
て
も
、「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
一
緒
に
考
え
「
病
気
に

配
慮
し
な
が
ら
普
通
に
」
を
念
頭
に
接
し
て
く
だ
さ
い
。

配
慮
し
な
が
ら
普
通
に
」
を
念
頭
に
接
し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
入
観
を
持
た
ず
に
健
康
な
部
分
に
目
を
向
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
共
生
し

　

先
入
観
を
持
た
ず
に
健
康
な
部
分
に
目
を
向
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
共
生
し

な
が
ら
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

な
が
ら
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

精
神
障
害
と
は
？

■問合せ先　市役所地域支援課　　☎ 22‐1111内線 214・215

　１月９日に西之表市男女共同参画研修会を開催しました。例年市職員を対象に実施している研修会ですが、
今後地域全体で男女共同参画の視点を取り入れた地域・社会づくりに活かしていただくため、今回は集落支援
員や校区行政連絡員の皆さんにも参加を呼びかけ、多くの方が参加されました。髙﨑恵氏（オフィスピュア所
属ワークショップデザイナー）によるワークショップを行い、男女共同参画の
考え方や多様性がどうして大切なのかを楽しく学びました。参加者からは
「普段口にしづらい悩みを打ち明けることですっきりした」などの感想があり
ました。また、1月 10、11日には榕城小学校で「子どもたちの男女共同参
画学びの広場推進事業」が開催され、児童・教職員・保護者がそれぞれワー
クショップを通して男女共同参画の考え方を学びました。

◆男女共同参画社会の実現に向けて

榕城小学校でのワークショップの様子榕城小学校でのワークショップの様子

　国上校区の「年の瀬市」が今年も 12月 29日に盛大に開催されました。
　「年の瀬市」は平成 14年 4月に始まり、当初は「ふれあい朝市」としてＪＡ園芸倉庫の入口で行われてい
ました。休止していた期間もありましたが、再開を望む声が高まり、平成 28
年から「年の瀬市」として再スタートし、今回も野菜や魚の切り身、花の苗、
炭、しいたけ原木、焼き芋、小物雑貨類など様々なものが出品されました。
開場前から約 60人が並び、大盛況の市となりました。12月 28日には伊関
校区で「村咲市場」、29日には現和校区で「青空市場」も開催され、賑わい
を見せました。

◆年末を彩る「市」が各校区で開催！

国上校区「年の瀬市」国上校区「年の瀬市」

⑭市政の窓 2025.2 月号



№ 264

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

高
齢
者
の
学
び
を
支
え
る　

寿
大
学

　

昭
和
42
年
に
開
校
し
た
「
寿
大
学
」
は
、
市
内
３
地
区
に
あ
る
高
齢
者
学
級
の
中
央
教

室
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
、
高
齢
者
約
１
０
０
名
が
、
各
種
学
習
や
交
流
等
を
通
し
て
、

生
き
が
い
に
満
ち
た
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
毎
月
１
回
の
学
習
を
楽
し
み
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
高
齢
者
の
関
心
・
要
望
の
多
い
「
認
知
症
」「
健
康
」「
終
活
」「
う
そ

電
話
詐
欺
」
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
聴
講
し
、
学
び
を
深
め
な
が
ら
各
ク
ラ
ブ
活
動

（
生
花
・
書
道
・
園
芸
・
音
楽
・
民
踊
・
ダ
ン
ス
・
体
育
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
種
子
島
警
察
署
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
劇
団
警
察
よ
ら
ー
い
き
「
ち
っ
と
待

て
や
！
そ
ん
た
ー
ウ
ソ
電
話
詐
欺
じ
ゃ
な
か
？
」』
と
題
し
た
寸
劇
を
通
し
て
、
ウ
ソ
電
話

詐
欺
防
止
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
演
者
の
皆
さ
ん
の
流
暢
な
種
子
島
弁
の
台
詞
と
、
コ

ミ
カ
ル
な
演
技
に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

12
月
に
開
催
し
た
「
寿
大
学
学
園
祭
」
で
は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
展
示
・
舞
台
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
級
生
の
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
次
回
は
、
１
月
30
日
（
木
）
に
市
民
会
館
で
「
消
費
生
活
に
関
す
る
講
話
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　西之表市寿大学では、月に１回程度、
健康や歴史文化などの講話で学びを深
め、各種クラブ活動で学生相互の親睦融
和を図っています。60歳以上の市民の
方ならどなたでも入学できます。一緒に
生涯の学びの輪を広げてみませんか。

▲寿大学学園祭の様子

▲社会教育課では、
YouTube チャンネル
を開設しています。
ぜひご覧ください。

▲劇団警察よらーいき

⑮ 市政の窓2025.2 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

  

実
在
す
る
事
業
者
を
か
た
り

実
在
す
る
事
業
者
を
か
た
り

　
　
　
　

未
納
料
金
を
請
求
す
る
詐
欺
に
注
意
！

　
　
　
　

未
納
料
金
を
請
求
す
る
詐
欺
に
注
意
！

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

◆
実
在
す
る
事
業
者
を
名
乗
り
、
身
に
覚
え
の
な
い
未
納
料
金
を
請
求
さ
れ
る

電
話
が
あ
っ
て
も
、
言
わ
れ
る
ま
ま
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
等
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
番
号
を
教
え
さ

せ
る
方
法
は
全
て
詐
欺
で
す
。

◆
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
実
在
す
る
事
業
者
の
正
式
な
問
い
合
わ
せ
窓
口

を
家
族
や
周
り
の
人
と
と
も
に
調
べ
て
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
な
時
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
警

察
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
、
警
察
相
談
専

用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
番
）

《
事
例
》
大
手
通
信
会
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
者
を
名
乗
り
「
１
年
間
電
話
料
金

が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
法
的
手
続
き
を
取
る
。
守
秘
義

務
が
あ
る
の
で
誰
に
も
話
さ
な
い
よ
う

に
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
で

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
、
店
員
に
聞
か
れ
た
場
合
は
「
自
分

で
使
う
」
と
答
え
る
よ
う
指
示
さ
れ
、

30
万
円
分
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
番

号
を
教
え
た
。
翌
日
も
電
話
が
あ
り
、

５
万
円
分
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
番

号
を
教
え
た
。
そ
の
後
も
追
加
で
50
万

円
分
購
入
す
る
よ
う
に
と
電
話
が
あ

り
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
。（
80
歳
代
）

【参考】見守り新鮮情報第 499 号 (2024 年 11 月 28 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄

20 歳になったら国民年金
　日本に住む 20歳以上 60歳未満の方は、国民年金への加入が法律で義務づけられています。
令和元年 10月以降、20歳になった方（※）には、日本年金機構から、国民年金に第１号被
保険者として加入したことをお知らせします。
（※）厚生年金に加入している方は除きます。また、第３号被保険者に該当する場合は配偶者
の勤務先を経由しての届出が必要です。
１．「国民年金加入のお知らせ」を確認してください
　20歳の誕生日から、おおむね２週間以内に「国民年金加入のお知らせ」が日本年金機構か
ら届きます。基礎年金番号通知書は、保険料納付の確認や将来年金を受け取る際などに必要
になりますので、大切に保管してください。
〈送付される書類〉
・国民年金加入のお知らせ・国民年金の加入と保険料のご案内（パンフレット）
・基礎年金番号通知書・国民年金保険料納付書・学生納付特例申請書
・国民年金保険料免除（納付猶予申請書）・返信用封筒

２．保険料の納付方法を選んでください
　納付方法は、納付書を使い、各窓口（金融機関、郵便局、コンビニの窓口、ATM）で納め
る方法以外でも、口座振替、クレジットカード納付、電子 ( キャッシュレス）決済、電子納
付から選ぶことができます。保険料は 20歳の誕生月分から納付が必要です。ただし、誕生
日が１日の場合は誕生月の前月分からの納付となります。また、保険料の割引が受けられる
前納制度、付加保険料制度があります。

３．納付の猶予・免除について
　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、保険料の納付が免除または猶予される制
度があります。
〈大学、専門学校等の学生であるとき〉…学生納付特例制度の申請書を提出することが可能。
〈経済的に保険料の納付が難しいとき〉…猶予・免除制度の申請書を提出することが可能。

▲基礎年金番号
通知書

⑯市政の窓 2025.2 月号



宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

12
月
８
日(

日)

、
15
日(

日)

、
22

日(

日)

に
、
宇
宙
科
学
技
術
館
に
て

第
１
回
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
静
電
気

で
遊
ぼ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
静
電
気
が
起
き
る
し
く

み
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
組
立
棟
で
静
電

気
除
去
板
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
食

品
用
ラ
ッ
プ
や
コ
ピ
ー
機
で
静
電
気
が

利
用
さ
れ
て
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
は
、

風
船
や
下
敷
き
で
発
生
さ
せ
た
静
電
気

で
ア
ル
ミ
缶
に
触
れ
ず
に
動
か
す
実
験

や
細
か
く
割
い
た
ビ
ニ
ー
ル
紐
を
空
中

に
浮
か
せ
る
実
験
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
今
後
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　「人生会議」とは、アドバンス・ケア・プランニングの愛称です。
　アドバンス・ケア・プランニングとは、あなたの大切にしていることや望み、ど
のような医療やケアを望んでいるかについて、自ら考え、あなたの信頼する人たち
と話し合うことを言います。
　人生会議の目的は『かけがえのない人生を豊かにすること』です。
　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。
　命の危険が迫った状態になると約 70％の方が、これからの医療やケアなどについて自分で決めたり、
人に伝えたりすることができなくなると言われています。
　人生会議を重ねることで、あなたが自分の気持ちを話せなくなった「もしものとき」には、あなたの
心の声を伝えることができるかけがえのないものになるでしょう。

人生会議とは？

「
だ
い
ち
４
号
」を
も
っ
と
知
ろ
う
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
エ

リ
ア
で
は
、「
だ
い
ち
４
号
」
の
特
別

展
示
を
行
っ
て
お
り
、「
だ
い
ち
４
号
」

の
役
割
や
「
だ
い
ち
２
号
」
か
ら
ど
の

よ
う
に
進
化
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
し

く
み
と
特
長
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
に
来
館
し
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
宇
宙
開
発
利
用
を
技

術
で
支
え
る
中
核
の
機
関
と
し
て
、
地

球
観
測
衛
星
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
の
活

用
に
よ
り
、
安
全
で
豊
か
な
社
会
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
だ
い
ち
」
の
熱
帯

雨
林
観
測
に
よ
る
森
林
破
壊
防
止
や
全

球
観
測
に
よ
る
自
然
災
害
の
減
災
支

援
、「
い
ぶ
き
」
の
温
室
効
果
ガ
ス
観

測
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
活
動
支

援
、「
し
ず
く
、
し
き
さ
い
」
の
大
気

汚
染
物
質
観
測
に
よ
る
健
康
被
害
防
止

な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
は
専
用
サ
イ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
記
事
の
内
容
は
1
月
６
日
時
点
）

　包括支援センターでは、これからの人生をど
う生きるか前向きに考える機会として、エン
ディングノート体験講座を開催しています。
　あなたの大切な人の心の負担を軽くするため
にも人生会議について考えてみませんか。

　あなたの「大切にしたいこと」「して
欲しいこと」から、まず話をしてみては
いかがでしょうか。また、「して欲しく
ないこと」や「嫌なこと」も伝えておく
ことも良いでしょう。

人生会議で何を話せばいいの？

実験の様子

⑰ 市政の窓2025.2 月号



（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

折
口　

凪な
ぎ

男

毅

奈
歩

大
平

長
倉　

颯そ
う
た汰

男

康
友

裕
己
子

桜
園

向
井　

瑠る

い唯

女

大
輔

蘭

鴨
女
町

伊
藤　

凪な

ぎ生

男

誠
太
朗
亜
月

上
之
原
町

有
馬　

莉り

く玖

男

祐
樹

祥
子

野
首

西
門　

康や
す
ま
さ政

男

康
平

江
梨
子

現
和
下
之
町

深
見　

律り
つ
き月

男

龍
稀

奈
々

野
首

戸籍の窓

　

市
政
の
窓
1
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
19
ペ
ー
ジ
「
文
芸
に
し
の
お
も
て
」
濱
田
千
代
さ
ま
の
作
品

　
（
誤
）
情
報
の
ツ
ー
ル
の
変
化
や
む
な
し
か
購
買
者
減
に
苦
悩
す
る
店
主

　

（
正
）
情
報
の
ツ
ー
ル
の
変
化
や
む
な
し
か
購
読
者
減
に
苦
悩
す
る
店
主

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
11
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

隈
﨑　

久
子

花
里
崎

安
藤　

ヤ
エ
子

平
山　

力

住
吉
中
之
町
平
山　

米

河
口　

ク
ミ
子

納
曽

河
口　

末
春

長
野　

孝
則

横
山

長
野　

實
美

宮
川　

理
徳

横
山

宮
川　

マ
サ
ノ

髙
尾
野　

智
浩

古
田
中
之
町
髙
尾
野　

イ
チ
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す

よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

下
園　

治
德

94

庄
司
浦

小
倉　

勉

72

野
首

栁
野　

チ
ヱ
子

92

寺
之
門

梶
𠩤　

祐
治

71

池
野

濱
元　

サ
チ

91

田
之
脇

牧
内　

シ
ヅ
カ

91

浅
川

鎌
田　

次
男

93

上
石
寺

秋
山　

英
里
子

76

美
浜
町

南
柿　

和
子

92

城

落
合　

久
仁
子

72

松
畠

才
川　

正
博

75

松
畠

川
口　

イ
ズ
子

79

竹
鶴

長
野　

忍

85

横
山

竹
中　

キ
ミ
コ

88

榕
城
中
目

原
﨑　

繁
夫

82

榕
城
中
目

新
福　

紀
子

49

松
畠

榎
元　

ヲ
リ
エ

88

安
城
上
之
町

梶
原　

知
信

79

本
立

花
木　

貴
芳

87

榕
城
中
目

下
川　

ト
ミ

91

鴨
女
町

※本ページの住所欄については、届出のあった住所を記載しています。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

古
田　

駿
人　
　
　

沖
ケ
浜
田

　
　

＆

美
原　

愛
子　
　
　

東
町

古
賀　

一
喜　
　
　

鴨
女
町

　
　

＆

荒
河　

真
由
美　
　

湊

榎
元　

賢
一

83

上
之
原
町

榎
本　

毬
子

89

池
野

大
里　

ノ
ブ
エ

99

十
三
番

來　

美
香

52

朝
日
が
丘

若
林　

ケ
イ
子

76

寺
之
門

前
田　

美
惠
子

65

古
田
中
之
町

髙
石　

イ
ツ
子

92

国
上
中
目

藺
牟
田　

愛
子

87

上
之
原
町

兼
下　

千
里

66

里
之
町

⑱市政の窓 2025.2 月号



機
能
落
ち
口
に
も
フ
レ
イ
ル
あ
る
と
言
う
パ
タ
カ
ラ
体
操
で
予
防
に
努
め
む

生
家
に
は
亡
母
の
自
慢
の
寿
司
の
桶
水
屋
の
棚
に
ど
っ
か
と
座
る

だ
い
や
め
に
芋
焼
酎
を
少
し
飲
め
ば
ほ
ろ
酔
い
心
地
良
く
眠
り
た
り

そ
れ
ぞ
れ
に
居
場
所
見
つ
け
て
わ
が
島
に
南
蛮
ギ
セ
ル
は
す
す
き
と
生
き
る

パ
ン
切
れ
を
放
れ
ば
宙そ

ら

で
啄つ

い
ばみ
し
去こ

ぞ年
の
ヒ
ヨ
ド
リ
今
年
も
渡
り
来

屋
久
丸
の
船
長
勤
め
し
お
義
兄
さ
ん
介
護
の
身
で
も
泰
然
と
笑え

む

う
れ
し
い
よ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝
し
ま
ぐ
れ
ま
ぐ
れ
と
仲
間
と
笑
う

花
い
ち
り
ん
動
か
す
だ
け
で
変
化
す
る
生
花
楽
し
い
奥
の
深
さ
よ

垂
直
な
壁
を
這
っ
て
る
蜘
蛛
が
い
て
餌
を
求
め
て
上
へ
下
へ
と

天
国
の
旅
は
い
か
が
と
亡
夫
に
問
ふ
道
の
な
い
今
は
来
る
な
と

汗
を
ふ
き
草
取
り
の
後
見
返
せ
ば
大
根
ま
く
畑
出
来
上
り
お
り

漸
く
に
野
菜
出
回
る
師
走
な
り
今
宵
は
豚
汁
は
じ
か
み
効
か
す

あ
り
の
ま
ま
そ
の
ま
ま
が
良
い
弥
生
杉
愛
す
る
島
の
自
然
の
姿

と
つ
ぜ
ん
の
冬
の
訪
れ
欠
航
便

年
の
瀬
に
大
掃
除
し
て
へ
そ
く
り
が

大
晦
日
一
年
分
の
日
記
見
る

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

静
岡
県
・
久
保
下　

キ
ヨ
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

下
能
野
・
髙
𣘺　

香
代
子

下
能
野
・
髙
𣘺　

ミ
ユ
キ

小
牧
・
田
上　

容
正

茨
城
県
・
冨
永　

道
子

東
町
・
日
髙　

房
子

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
か
つ
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
し
ほ
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　95件
うち急病　64件

12月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

1月 10日現在
（R7年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,551 3,821 7,372 4,012
上西 230 242 472 272
下西 1,079 1,004 2,083 1,208
国上 434 458 892 528
伊関 171 180 351 214
安納 165 168 333 189
現和 508 537 1,045 616
安城 139 123 262 154
立山 47 40 87 52
中割 33 29 62 45
古田 160 186 346 192
住吉 367 421 788 468

［校区別］

［人口］
全体 14,093 人（－ 12）
男性 6,884 人（＋ 5）
女性 7,209 人（－ 17）
［世帯数］
7,950 世帯（－1）
（　）内の数字は前月比

12月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【12月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1,634 125 2,289 481
葉茎菜
　　類 641 129 3,031 672

果菜類 385 94 1,323 541
その他 3,370 656 1,941 579
小 計 6,030 1,004 8,584 2,273

果
物
類

かん
きつ類 2,142 766 1,383 406

果瓜類 0 0 0 0
その他 202 526 400 110
小 計 2,344 1,292 1,783 516

鳥 卵・　　
加 工 品 等 3 1 527 217

花　類 11,097
本 872 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
19トン

8トン
（42％）

11トン
（58％）

取引額
618万円

317万円
（51％）

301万円
（49％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《2月の休み》
2日・5日・9日・11日・12日・16日・
19日・23日・24日・26日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

2月 当番スタンド
2日 ㈱有馬石油店（西町）

9日 ㈱三栄石油商会（天神町）

16日 種子島石油㈱（鴨女町）

23日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

抱え込まずに抱え込まずに
　　 　頼ってください。　　 　頼ってください。
抱え込まずに
　　 　頼ってください。
ご家族の認知症でお困りではありませんか？
少しでも心と体を休めてみましょう。
ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

認知症疾患医療センター認知症疾患医療センター
　　TEL 0997-28-3771
認知症疾患医療センター
　　TEL 0997-28-3771

（医）純青会 せいざん病院
TEL 0997-28-3331

⑲ 市政の窓2025.2 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

TEL0997-23-4111（代）

とくし丸=篤志丸
篤志=志のあついこと。
特に、社会事業や公共の福祉
などに熱心に協力すること。
また、その心や、そのさま。

少しでも興味のある方。詳しくは

ご説明しますのでお気軽にお問い

合わせください。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!


